
当
広
域
管
内
に
お
け
る
令
和
６
年
の
火
災
件

数
は
19
件(

前
年
比
２
件
増)

で
、
気
仙
沼
市
16

件
、
南
三
陸
町
３
件
で
し
た
。
火
災
種
別
は
建

物
火
災
が
８
件
と
一
番
多
く
、
出
火
原
因
は
電

気
に
関
係
す
る
火
災
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
２
人
(
昨
年
比
１

人
増
)
で
し
た
が
、
死
者
は
０
人
で
、
７
年
続
け

て
「
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
(
令
和
７
年
に
入
り
火
災

に
よ
る
死
者
が
１
名
発
生
)

【電
気
製
品
に
よ
る
火
災
】　

・車
に
放
置
し
た
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
出
火

・リ
コ
ー
ル
対
象
製
品
の
電
気
コ
ン
ロ
か
ら
出
火

【対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は
直
射
日
光
の
当
た

る
場
所
や
炎
天
下
で
の
使
用
は
し
な
い
。

・
リ
コ
ー
ル
情
報
が
届
く
よ
う
に
製
品
メ
ー
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／
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仙
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報

広
域

令
和
６
年
の
火
災
に
つ
い
て

火
災
事
例
と
対
策
に
つ
い
て

令
和
６
年
の
救
急
に
つ
い
て

救
急
車
の
適
正
利
用
に

　
　
　
　
　
　 

ご
協
力
く
だ
さ
い

カ
ー
の
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
行
う
。

・
消
費
者
庁
の
「
リ
コ
ー
ル
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
」に
登
録
す
る
。
(無
料
)

【ス
プ
レ
ー
缶
の
破
裂
に
よ
る
火
災
】　

住
宅
の
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
置
か
れ
た
ス
プ

レ
ー
缶
が
熱
せ
ら
れ
、
破
裂
し
、
噴
出
し
た
ガ

ス
が
ス
ト
ー
ブ
の
炎
に
引
火
、
爆
発
し
出
火

【対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

ス
プ
レ
ー
缶
は
直
射
日
光
の
あ
た
る
場
所
、

高
温
に
な
る
場
所
、
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
の
近

く
に
置
か
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
く
、
山

火
事
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。
山

火
事
の
主
な
原
因
は
ゴ
ミ
焼
き
や
た
き
火
、
た

ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
も
の
で
す
。
屋
外
に
お

け
る
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※

野
外
焼
却
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
火
事
の
防
止
に
つ
い
て

令
和
６
年
の
救
急
件
数
は
、
東
日
本
大
震
災

の
あ
っ
た
平
成
23
年
を
含
め
、
過
去
最
多
を
記

録
し
、
救
急
出
動
は
４
１
５
２
件
で
、
３
８
４

３
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

こ
れ
は
、
一
日
平
均
約
11
回
救
急
車
が
出
動

し
、
圏
域
住
民
の
約
17
人
に
１
人
が
救
急
車
を

利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
年

と
比
較
す
る
と
、
出
動
件
数
で
２
２
３
件
、
搬

送
人
員
で
２
８
１
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
搬
送
人
員
の
割
合
と
し
て
、
事
故
種
別
で

は
急
病
が
全
体
の
約
69
％
、
年
齢
別
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
約
77
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
入
院
加
療
が
必
要

な
重
症
が
約
12
％
、
中
等
症
が
約
53
％
に
対

し
、
入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
が
約

32
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
の
出
動
件
数
４
１
５
２
件
の
う
ち

不
搬
送
が
３
２
０
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
辞
退
・
拒
否
等
は
１
８
３
件
、
誤

報
・
い
た
ず
ら
等
に
よ
る
も
の
は
15
件
あ
り
ま

し
た
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に
救

急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や
け

が
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き
や
、
応

急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
の
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
が
、
受
診
の
必
要
性
や
医
療
機
関

を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
と
な
救
急
電
話
相
談 

＃
７
１
１
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◆
こ
ど
も
夜
間
安
心
コ
ー
ル 

＃
８
０
０
０

平 

日 
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８
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ス
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ー
缶
の
捨
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方
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す
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※

必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、
自
治
体
が
定
め
る

   

方
法
で
捨
て
る
。

気
仙
沼
市

完
全
に
使
い
き
り
、
缶
に
穴
を
開
け
な
い

南
三
陸
町

屋
外
で
穴
を
開
け
る(

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
蓋
は
取
る)

スプレー缶の破裂による火災

当
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去
の
火
災

事
例
や
住
宅
防
火
対
策
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。※
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歳出

佳

　作

　
「
未
来
に
残
し
た
い
、
私
た
ち
の
今
」
を
テ
ー
マ
に
気
仙
沼

市
・
南
三
陸
町
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
対
象
と
し
た
、
第
９

回
気
仙
沼
・
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
が
決

定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
37
人
の
方
か
ら
91
点
の
作
品
を
ご

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
審
査
は
、
１
月
10
日
に
気
仙
沼
・本
吉
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
審
査
委
員
長
で
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
斎
藤
秀
一

氏(

斎
藤
秀
一
写
真
事
務
所
・
仙
台
市)

よ
り
、
「
応
募
数
も

多
く
な
り
、
今
ま
で
に
は
な
い
新
し
く
斬
新
な
写
真
が
何
点

も
出
て
き
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
気
仙
沼
や

南
三
陸
の
新
し
い
視
点
で
表
現
し
た
写
真
が
今
後
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
高
校
生
等
の
若
い
世
代
の

方
々
か
ら
の
応
募
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
が
よ
り
一
層
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
」と
の
総
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

賞

候

補

▽
「幸
せ
を
運
ぶ
虹
」

 

佐
々
木
　
均 

さ
ん 

(多
賀
城
市
)

▽
「荘
厳
な
る
夜
明
け
折
石
に
立
つ
光
の
道
」

 

佐
藤
　
剛
士 

さ
ん 

(気
仙
沼
市
)

▽
「気
仙
沼
サ
ン
マ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ⅰ
」

 

生
駒
　
健
一 

さ
ん 

(兵
庫
県
西
宮
市
)

歳入

※（）内は構成比

総
額

一 般 予会 計 算令和7年度

歳出の主な内容

『きれいな海を未来に』 （気仙沼漁港）

小檜山 裕行 さん（角田市）

『4,052 秒 田中浜の星々の旅路』（大島田中浜）

荒谷 拓実さん（石巻市）

『ただいま一服中』（気仙沼魚市場）

村上 淳さん（気仙沼市）

『春の里山』 （廿一地区）

足利 義信 さん（岩手県一関市）

『気嵐の舞 俯瞰で捉えた静寂の筏』（松岩漁港）

佐藤 剛士 さん（気仙沼市）

『着岸準備ヨシ！』（魚市場）

植木 秀雄 さん（栃木県宇都宮市）

『おさかな天国』（魚市場）

阿部 浩典 さん（静岡県富士宮市）

『超大漁の朝』 （気仙沼魚市場）

村上 淳 さん（気仙沼市）

『力を合わせて』 （入谷）

藤島 純七 さん（仙台市）

『海に祈り、海と生きるまち』（気仙沼復興記念公園）

三浦 明彦 さん（登米市）

『海辺の夜明け』 （サンオーレ袖浜）

首藤 久義 さん（南三陸町）

『母娘の夏休み～轟け潮吹き岩～』（波路上岩井崎）

荒谷 拓実 さん（石巻市）

26億6,448万6千円 令和7年２月10日に開かれた第232回組合議会定例会に

おいて、『令和7年度一般会計予算』が原案のとおり承認され

ましたので、そのあらましについてお知らせします。

議会費　128万8千円（0.05％）
組合議会運営費

総務費　7,180万6千円（2.7％）
一般事務費、計画策定費、ﾘｱｽ･ｱｰｸ美術館企画展等

消防費　23億5,513万7千円（88.39％）
防災･消防･救急活動費・施設管理費等

教育費　1億5,732万1千円（5.9％）
ﾘｱｽ･ｱｰｸ美術館施設管理費等

公債費・予備費　7,893万4千円（2.96％）
組合債の返済金等

令和７年度の主な事業

〇 第10回気仙沼・南三陸フォトコンテスト

〇 災害対応特殊化学消防ポンプ自動車の更新

〇 資機材搬送車の更新

○ 災害情報機器室改修工事

〇 N.E.blood21 vol.8８～vol.９１

○ 新！方舟祭2025

〇 リアス・アーク美術館円卓会議

〇 リアス・アーク美術館東面外壁改修工事

使用料及び手数料

429万４千円

県支出金

２４万７千円

財産収入

３０万４千円
繰入金

2,834万５千円

繰越金

100万円

諸収入

172万1千円

分担金・負担金

２０億2,267万５千円

組合債

６億５９０万円

公債費

7,843万4千円

教育費

1億5,732万1千円

消防費

2３億5,513万７千円

総務費

7,180万6千円

議会費

128万8千円
予備費

50万円

❷❸ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.3.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.3.1
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『春の里山』 （廿一地区）

足利 義信 さん（岩手県一関市）

『気嵐の舞 俯瞰で捉えた静寂の筏』（松岩漁港）

佐藤 剛士 さん（気仙沼市）

『着岸準備ヨシ！』（魚市場）

植木 秀雄 さん（栃木県宇都宮市）

『おさかな天国』（魚市場）

阿部 浩典 さん（静岡県富士宮市）

『超大漁の朝』 （気仙沼魚市場）

村上 淳 さん（気仙沼市）

『力を合わせて』 （入谷）

藤島 純七 さん（仙台市）

『海に祈り、海と生きるまち』（気仙沼復興記念公園）

三浦 明彦 さん（登米市）

『海辺の夜明け』 （サンオーレ袖浜）

首藤 久義 さん（南三陸町）

『母娘の夏休み～轟け潮吹き岩～』（波路上岩井崎）

荒谷 拓実 さん（石巻市）

26億6,448万6千円 令和7年２月10日に開かれた第232回組合議会定例会に

おいて、『令和7年度一般会計予算』が原案のとおり承認され

ましたので、そのあらましについてお知らせします。

議会費　128万8千円（0.05％）
組合議会運営費

総務費　7,180万6千円（2.7％）
一般事務費、計画策定費、ﾘｱｽ･ｱｰｸ美術館企画展等

消防費　23億5,513万7千円（88.39％）
防災･消防･救急活動費・施設管理費等

教育費　1億5,732万1千円（5.9％）
ﾘｱｽ･ｱｰｸ美術館施設管理費等

公債費・予備費　7,893万4千円（2.96％）
組合債の返済金等

令和７年度の主な事業

〇 第10回気仙沼・南三陸フォトコンテスト

〇 災害対応特殊化学消防ポンプ自動車の更新

〇 資機材搬送車の更新

○ 災害情報機器室改修工事

〇 N.E.blood21 vol.8８～vol.９１

○ 新！方舟祭2025

〇 リアス・アーク美術館円卓会議

〇 リアス・アーク美術館東面外壁改修工事

使用料及び手数料

429万４千円

県支出金

２４万７千円

財産収入

３０万４千円
繰入金

2,834万５千円

繰越金

100万円

諸収入

172万1千円

分担金・負担金

２０億2,267万５千円

組合債

６億５９０万円

公債費

7,843万4千円

教育費

1億5,732万1千円

消防費

2３億5,513万７千円

総務費

7,180万6千円

議会費

128万8千円
予備費

50万円
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１．職員の任免及び職員数に関する状況

 ① 採用者・退職者
（1） 職員の任免

区　分
一般行政職

消　防　職

合　　　計

0人

1人

1人

0人

2人

2人

退職者数採用者数

３．職員給与の状況

（1） 職員給与費の状況（一般会計の当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　与　　費
給　料

２．人件費の状況（一般会計決算）

区　分
歳出額
（A）

千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

令和５年度

204人令和６年度 750,479

職員手当

241,113

期末・勤勉手当 計（B） 
１人あたり
給与費
（ B/A ）

298,747 1,290,339 6,325

実質収支 人件費比率
（B／A）

人件費
（B）

1,912,300 39,104 1,528,788 79.9％

（参考）
R4年度の
人件費比率
72.2％

区　　　　分 平均給料月額

284,463円

308,811円

321,390円

323,823円

平均給与月額

321,313円

388,125円

413,589円

405,378円

平均年齢

43.0歳

38.2歳

42.3歳

42.1歳

（2） 部門別職員数の状況

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　特別職に支給される報酬は含みません。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当，通勤手当，住居手当などの
手当を加えたものです。

事務局

美術館

消　防

正職員

正職員
会計年度
任用職員

正職員

7人

5人

7人

185人

7人

5人

7人

186人

0人

0人

0人

△ 1人

204人 205人 △ 1人

区　　分 職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門

（2） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（令和６年４月１日現在）

７．職員の勤務条件、服務、研修等の状況

（1） 勤務時間（一般職の標準的なもの）
勤務時間／1日

７時間45分

始業時刻

午前８時30分

終業時刻

午後５時15分

休憩時間
午後０時から
 午後１時まで

（3） 育児休業の状況（令和５年度）（3） 一般会計における特殊勤務手当
区　　　　　　分

（4） 一般会計における時間外勤務手当

令和５年度

令和４年度

全職種
支給実績（令和５年度決算）
手当の種類（手当数）
支給職員1人あたりの平均支給年額（令和５年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和５年度決算）

2,298,200円
7種類

18,993円
59.0％

（5） 一般会計におけるその他の手当
区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

内　　　　　　　　  容

１　配偶者・父母等：6,500円、子：10,000円
２　その他の扶養親族：１人につき、6,500円
３　特定扶養（満16歳～22歳までの子）：
　　　 １人につき5,000円加算
○　国の制度との異同：国と同じ

支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額
支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額

41,868,091円
219,204円

43,282,474円
224,261円

（令和６年４月１日現在）
職　　　名 区分 報酬額

管　　理　　者
副　管　理　者

年額
年額

69,000円
60,000円

職　　　名 区分 報酬額

リアス・アーク美術館
協議会委員 日額 7,400円

ふるさと市町村圏計画広域
活動計画策定住民協議会委員 日額 7,400円

教育長
委　員教育委員会 年額

日額
48,000円
7,400円

弁　護　士
知識経験者

情報公開・
個人情報保護
審査会委員議　長

副議長
議　員

年額
年額
年額

日額
日額

日額

7,400円
8,300円

56,000円
48,000円
46,000円

議　会

議会選出
識見を有
する者 地方公務員法第三条第三

項第二号及び第三号に掲
げる特別職の職員

予算の範囲内
で任命権者が
定める額

監査委員

日額
日額

30,000円
7,400円

合　　計

令和６年度 令和５年度

一 般 行 政 職

消 防 職

宮城県（一般行政職）

　国　（一般行政職）

（令和６年４月１日現在）

（2） 休暇の種類など
種　類 内　　　　容

年次有給休暇 年20日取得可能
病気休暇 90日以内の必要な期間

その他の休暇 介　護　休　暇：６か月の範囲内で必要な連続した期間

特別休暇
（主なもの）

結　婚　休　暇：連続する７日以内
忌　引　休　暇：配偶者10日、血族の父母７日　等
夏　季　休　暇：６月から10月までの期間において３日以内
産前・産後休暇：産前８週間以内の期間、産後８週間
育児時間休暇：１日１時間又は１日２回、それぞれ30分

６．特別職の報酬等

区　分
取　得　者

男　性
6人

女　性
0人

計
6人

 ② 退職事由別退職者数
区　分
退職者数

定年退職
0人

勧奨退職
0人

自己都合退職など
2人

計
2人

 ③ 再任用の状況
区　分
再任用者数

新規任用
0人

任期更新
3人

計
3人

（4） 職員の分限及び懲戒の処分状況（令和５年度）
①分限処分
免　職
0人

休　職
0人

降　任
0人

降　給
0人

計
0人

②懲戒処分
免　職 停　職

0人0人
減　給
1人

戒　告
0人

計
1人

内
容

①高度救命処置手当　　　1回 1,000円
③機関手当　　　　　　　1回 100円
⑤救助業務手当 1回　200～500円
⑦防疫等作業手当 1日 3,000円～4,000円

②救急業務手当 1回　100～200円
④災害業務手当 1回　200円
⑥救急艇出動手当 1回　200円

１　借家・借間に居住している職員：
　　　 28,000円を限度に家賃に応じて支給
○　国の制度との異同：国と同じ

１　交通機関などの利用者：
　　　 55,000円を限度に運賃に応じて支給
２　交通用具の利用者：
　　　 使用距離に応じて、2,000円～32,700円を支給
○　国の制度との異同：
　　　 １については、国と同じ
　　　 ２については、国は2,000円～31,600円を支給

自己都合退職△2人、
新規採用１人

８．職員の健康管理及び
　　公務災害補償制度の状況（令和５年度）

９．公平委員会の状況（令和５年度）

（5） 職員の服務の状況

（6） 職員の研修と勤務成績の評定状況（令和５年度）
①職員研修の実施状況

②勤務成績の評定の状況

区　　　分

宮 城 県
消 防 学 校

受講者数
（延べ数）

研　修　名　等

その他（宮城県主催等）
救急救命東京研修所

区　　　分

定期健康診断（春季・秋季）

人間ドック等（脳検診含む）

各種検診（各種がん検診等）

受診者数（延べ数）

310人

69人

237人

　職員の服務規律に関しては、次の組合条例等に規定し、
公務員としての綱紀の保持に努めています。
①気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の服務に関
　する規則
②気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の服務の宣
　誓に関する条例
③気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の職務に専
　念する義務の特例に関する条例・規則

（1） 健康診断の状況

（2） 公務災害の認定状況
区　　　分

公　務　災　害

通　勤　災　害

認　定　件　数

3件

0件

消防大学校

予防査察科
警防科
火災調査科
中等幹部科
救急救命士再教育
救急隊員再教育
救助隊員再教育
通信指令員教育講習
女性消防吏員講習
幹部科
警防科
救急救命士養成
人事評価研修、市町村職員研修 ほか

専科教育

幹部教育

特別教育

総合教育
専科教育

業務・能力・態度評価による人事評価結果を勤勉
手当に反映しています。

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
人事行政の運営等の状況について
　地方公務員法第58条の2及び気仙沼・本吉地域広域行政事務組合人事行政の運営等の
状況の公表に関する条例第４条の規定により、下記のとおり公表します。

４．職員数等の状況

（1） 一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級

主　事

職員数

令和６年度

7人

36.8％

２級

主　事

3人

15.8％

３級
参　与
係　長
主　査
主　任
1人

5.3％

４級

主　幹

4人

21.1％

５級

事務局
次　長
館　長

1人

5.3％

６級

副館長

2人

10.5％

1人

5.3％

７級

事務局長
合計

19人

100％

標準的
な職務
内　容

（3） 職員の初任給の状況 （令和６年４月１日現在）

（令和６年４月１日現在）

５．職員手当の状況

（1） 期末手当・勤勉手当支給割合
区　分 手　当　の　内　容

職制上の段階，職務の級等による加算措置：5％～15％

区　分

期末手当

勤勉手当

計

6月期

1.225月分

1.025月分

2.250月分

12月期

1.225月分

1.025月分

2.250月分

年　計

2.450月分

2.050月分

4.500月分

増減（対前年度）

0.050月分

0.050月分

0.100月分

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当

（2） 退職手当支給率
区　分 手　当　の　内　容

１．その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
２．1人あたり平均支給額：11,500千円

区　分

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年

19.6695月分

24.586875月分

28.0395月分

33.27075月分

勤続35年

39.7575月分

47.7090月分

最高限度額

47.7090月分

47.7090月分

支
給
率退職手当

（2） 消防職の級別職員数の状況
区分 １級

消防士

職員数

構成比

39人

21.1％

２級

消防士長

53人

28.6％

３級

29人

15.7％

４級

係　長
所長補佐主　査 消防長

27人

14.6％

５級
指揮隊長
出張所長
課長補佐
分署長補佐
当直司令
主　　幹
26人

14.1％

６級

次　長
署　長
課　長
副参事
分署長

10人

5.4％

1人

0.5％

７級

合計

185人

100％

標準的
な職務
内　容

（令和６年４月１日現在）

（令和６年４月１日現在）

（令和６年４月１日現在）

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

196,200円

166,600円

224,600円

188,100円

区　　分 初任給

宮城県
（一般行政職）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

203,800円

172,200円

196,200円

166,600円
消　防　職 国

（一般行政職）

2人
2人
2人
2人
2人
2人
2人
2人
1人
1人
1人
2人
256人

区　　　分

勤務条件に関する措置要求の状況

不利益処分に関する不服申し立ての状況

認　定　件　数

0件

0件
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１．職員の任免及び職員数に関する状況

 ① 採用者・退職者
（1） 職員の任免

区　分
一般行政職

消　防　職

合　　　計

0人

1人

1人

0人

2人

2人

退職者数採用者数

３．職員給与の状況

（1） 職員給与費の状況（一般会計の当初予算）

区　分 職員数
（A）

給　　与　　費
給　料

２．人件費の状況（一般会計決算）

区　分
歳出額
（A）

千円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円

令和５年度

204人令和６年度 750,479

職員手当

241,113

期末・勤勉手当 計（B） 
１人あたり
給与費
（ B/A ）

298,747 1,290,339 6,325

実質収支 人件費比率
（B／A）

人件費
（B）

1,912,300 39,104 1,528,788 79.9％

（参考）
R4年度の
人件費比率
72.2％

区　　　　分 平均給料月額

284,463円

308,811円

321,390円

323,823円

平均給与月額

321,313円

388,125円

413,589円

405,378円

平均年齢

43.0歳

38.2歳

42.3歳

42.1歳

（2） 部門別職員数の状況

※１　職員手当には退職手当を含みません。
※２　特別職に支給される報酬は含みません。

※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当，通勤手当，住居手当などの
手当を加えたものです。

事務局

美術館

消　防

正職員

正職員
会計年度
任用職員

正職員

7人

5人

7人

185人

7人

5人

7人

186人

0人

0人

0人

△ 1人

204人 205人 △ 1人

区　　分 職　　員　　数 対前年
増減数 主な増減理由

部　　門

（2） 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況
（令和６年４月１日現在）

７．職員の勤務条件、服務、研修等の状況

（1） 勤務時間（一般職の標準的なもの）
勤務時間／1日

７時間45分

始業時刻

午前８時30分

終業時刻

午後５時15分

休憩時間
午後０時から
 午後１時まで

（3） 育児休業の状況（令和５年度）（3） 一般会計における特殊勤務手当
区　　　　　　分

（4） 一般会計における時間外勤務手当

令和５年度

令和４年度

全職種
支給実績（令和５年度決算）
手当の種類（手当数）
支給職員1人あたりの平均支給年額（令和５年度決算）
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和５年度決算）

2,298,200円
7種類

18,993円
59.0％

（5） 一般会計におけるその他の手当
区分

扶養
手当

住居
手当

通勤
手当

内　　　　　　　　  容

１　配偶者・父母等：6,500円、子：10,000円
２　その他の扶養親族：１人につき、6,500円
３　特定扶養（満16歳～22歳までの子）：
　　　 １人につき5,000円加算
○　国の制度との異同：国と同じ

支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額
支　　給　　総　　額
職員１人あたりの支給年額

41,868,091円
219,204円

43,282,474円
224,261円

（令和６年４月１日現在）
職　　　名 区分 報酬額

管　　理　　者
副　管　理　者

年額
年額

69,000円
60,000円

職　　　名 区分 報酬額

リアス・アーク美術館
協議会委員 日額 7,400円

ふるさと市町村圏計画広域
活動計画策定住民協議会委員 日額 7,400円

教育長
委　員教育委員会 年額

日額
48,000円
7,400円

弁　護　士
知識経験者

情報公開・
個人情報保護
審査会委員議　長

副議長
議　員

年額
年額
年額

日額
日額

日額

7,400円
8,300円

56,000円
48,000円
46,000円

議　会

議会選出
識見を有
する者 地方公務員法第三条第三

項第二号及び第三号に掲
げる特別職の職員

予算の範囲内
で任命権者が
定める額

監査委員

日額
日額

30,000円
7,400円

合　　計

令和６年度 令和５年度

一 般 行 政 職

消 防 職

宮城県（一般行政職）

　国　（一般行政職）

（令和６年４月１日現在）

（2） 休暇の種類など
種　類 内　　　　容

年次有給休暇 年20日取得可能
病気休暇 90日以内の必要な期間

その他の休暇 介　護　休　暇：６か月の範囲内で必要な連続した期間

特別休暇
（主なもの）

結　婚　休　暇：連続する７日以内
忌　引　休　暇：配偶者10日、血族の父母７日　等
夏　季　休　暇：６月から10月までの期間において３日以内
産前・産後休暇：産前８週間以内の期間、産後８週間
育児時間休暇：１日１時間又は１日２回、それぞれ30分

６．特別職の報酬等

区　分
取　得　者

男　性
6人

女　性
0人

計
6人

 ② 退職事由別退職者数
区　分
退職者数

定年退職
0人

勧奨退職
0人

自己都合退職など
2人

計
2人

 ③ 再任用の状況
区　分
再任用者数

新規任用
0人

任期更新
3人

計
3人

（4） 職員の分限及び懲戒の処分状況（令和５年度）
①分限処分
免　職
0人

休　職
0人

降　任
0人

降　給
0人

計
0人

②懲戒処分
免　職 停　職

0人0人
減　給
1人

戒　告
0人

計
1人

内
容

①高度救命処置手当　　　1回 1,000円
③機関手当　　　　　　　1回 100円
⑤救助業務手当 1回　200～500円
⑦防疫等作業手当 1日 3,000円～4,000円

②救急業務手当 1回　100～200円
④災害業務手当 1回　200円
⑥救急艇出動手当 1回　200円

１　借家・借間に居住している職員：
　　　 28,000円を限度に家賃に応じて支給
○　国の制度との異同：国と同じ

１　交通機関などの利用者：
　　　 55,000円を限度に運賃に応じて支給
２　交通用具の利用者：
　　　 使用距離に応じて、2,000円～32,700円を支給
○　国の制度との異同：
　　　 １については、国と同じ
　　　 ２については、国は2,000円～31,600円を支給

自己都合退職△2人、
新規採用１人

８．職員の健康管理及び
　　公務災害補償制度の状況（令和５年度）

９．公平委員会の状況（令和５年度）

（5） 職員の服務の状況

（6） 職員の研修と勤務成績の評定状況（令和５年度）
①職員研修の実施状況

②勤務成績の評定の状況

区　　　分

宮 城 県
消 防 学 校

受講者数
（延べ数）

研　修　名　等

その他（宮城県主催等）
救急救命東京研修所

区　　　分

定期健康診断（春季・秋季）

人間ドック等（脳検診含む）

各種検診（各種がん検診等）

受診者数（延べ数）

310人

69人

237人

　職員の服務規律に関しては、次の組合条例等に規定し、
公務員としての綱紀の保持に努めています。
①気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の服務に関
　する規則
②気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の服務の宣
　誓に関する条例
③気仙沼・本吉地域広域行政事務組合職員の職務に専
　念する義務の特例に関する条例・規則

（1） 健康診断の状況

（2） 公務災害の認定状況
区　　　分

公　務　災　害

通　勤　災　害

認　定　件　数

3件

0件

消防大学校

予防査察科
警防科
火災調査科
中等幹部科
救急救命士再教育
救急隊員再教育
救助隊員再教育
通信指令員教育講習
女性消防吏員講習
幹部科
警防科
救急救命士養成
人事評価研修、市町村職員研修 ほか

専科教育

幹部教育

特別教育

総合教育
専科教育

業務・能力・態度評価による人事評価結果を勤勉
手当に反映しています。

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合
人事行政の運営等の状況について
　地方公務員法第58条の2及び気仙沼・本吉地域広域行政事務組合人事行政の運営等の
状況の公表に関する条例第４条の規定により、下記のとおり公表します。

４．職員数等の状況

（1） 一般行政職の級別職員数の状況
区分 １級

主　事

職員数

令和６年度

7人

36.8％

２級

主　事

3人

15.8％

３級
参　与
係　長
主　査
主　任
1人

5.3％

４級

主　幹

4人

21.1％

５級

事務局
次　長
館　長

1人

5.3％

６級

副館長

2人

10.5％

1人

5.3％

７級

事務局長
合計

19人

100％

標準的
な職務
内　容

（3） 職員の初任給の状況 （令和６年４月１日現在）

（令和６年４月１日現在）

５．職員手当の状況

（1） 期末手当・勤勉手当支給割合
区　分 手　当　の　内　容

職制上の段階，職務の級等による加算措置：5％～15％

区　分

期末手当

勤勉手当

計

6月期

1.225月分

1.025月分

2.250月分

12月期

1.225月分

1.025月分

2.250月分

年　計

2.450月分

2.050月分

4.500月分

増減（対前年度）

0.050月分

0.050月分

0.100月分

支
給
割
合

期末手当
勤勉手当

（2） 退職手当支給率
区　分 手　当　の　内　容

１．その他の加算措置：定年前早期退職特例措置（2～20％加算）
２．1人あたり平均支給額：11,500千円

区　分

自己都合

勧奨・定年

勤続20年 勤続25年

19.6695月分

24.586875月分

28.0395月分

33.27075月分

勤続35年

39.7575月分

47.7090月分

最高限度額

47.7090月分

47.7090月分

支
給
率退職手当

（2） 消防職の級別職員数の状況
区分 １級

消防士

職員数

構成比

39人

21.1％

２級

消防士長

53人

28.6％

３級

29人

15.7％

４級

係　長
所長補佐主　査 消防長

27人

14.6％

５級
指揮隊長
出張所長
課長補佐
分署長補佐
当直司令
主　　幹
26人

14.1％

６級

次　長
署　長
課　長
副参事
分署長

10人

5.4％

1人

0.5％

７級

合計

185人

100％

標準的
な職務
内　容

（令和６年４月１日現在）

（令和６年４月１日現在）

（令和６年４月１日現在）

区　　分 初任給

一般行政職
大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

196,200円

166,600円

224,600円

188,100円

区　　分 初任給

宮城県
（一般行政職）

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

203,800円

172,200円

196,200円

166,600円
消　防　職 国

（一般行政職）

2人
2人
2人
2人
2人
2人
2人
2人
1人
1人
1人
2人
256人

区　　　分

勤務条件に関する措置要求の状況

不利益処分に関する不服申し立ての状況

認　定　件　数

0件

0件

❹❺ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.3.1広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.3.1



三
陸
地
域
の
歴
史
・
生
活
文
化
を
【
食
】

を
軸
と
し
て
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し

た
よ
」
。
入
賞
者
12
名
に
は
地
域
商
品
券

(
大
賞
=
２
万
円
分
、
優
秀
賞
=
５
千
円

分
)
や
図
書
カ
ー
ド
(
佳
作
=
千
円
分
)
が

贈
ら
れ
ま
す
。
夏
休
み
明
け
に
学
校
を
通

じ
て
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
15
日
㊏
〜
12
月
27
日
㊏

で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

４
月
か
ら
翌
年
３
月
（
毎
月

第
２･

４
日
曜
日
）
ま
で
の
通
年

ゼ
ミ
で
す
。
絵
画
を
基
礎
か
ら

学
び
、
油
彩
画
を
制
作
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
。
高
校
生
以
上
が

対
象
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

当
館
（
２
４-

１
６
１
１
）
ま
で
。

親
子
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
味
わ
う
ク
ラ
フ
ト
教
室
を

８
月
８
・
９
・
10
日
に
開
講
し

ま
す
。
詳
細
は
学
校
へ
配
布
す

る
チ
ラ
シ
や
７
月
頃
の
当
館
HP

の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
参
加
無
料
・
定
員
８
組
・
要
事
前
申
込
み
】

●
け
せ
も
い
展
(高
校
美
術
合
同
展
)
／
９
月
中
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品

展
・ユ
ネ
ス
コ
世
界
児
童
画
展
／
11
月
初
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き

ぞ
め
展
／
２
０
２
６
年
１
月
末

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／

   

２
０
２
６
年
１
月
末

●
気
仙
沼
・
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
作
品
展
／
２
０
２
６
年
３
月
末

「LA
N

D
S

C
A

P
E

 o
f N

.E
.

〜
第
８
回
公
募
展

〜
東
北･

北
海
道
の
風
景
と
私
」
審
査
会
(
令
和
６
年

12
月
)
に
て
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
４
点
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
大
河
原
町
在
住
の
鈴
木
雅

之
さ
ん
の
油
彩
「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
越
え
て
」
。
気
仙

沼
の
内
湾
を
Ｓ
20
号
で
描
い
た
秀
作
で
す
。
い
ず
れ

も
今
年
春
の
展
覧
会
に
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

日
常
的
な
暮
ら
し
の
風
景
や
、
土
地
の

記
憶
が
刻
ま
れ
た
風
景
ー
。
本
展
は
東
北

北
海
道
で
、
日
々
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

風
景
を
絵
画
と
し
て
未
来
に
残
す

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
20
年
か
ら

隔
年
で
継
続
開
催
し
て
い
ま
す
。

前
回
か
ら
タ
イ
ト
ル
「
東
北･

北

海
道
の
風
景
」
に
「
と
私
」
を
付
加

し
、
よ
り
主
観
的
な
作
品
も
含
ん
だ

幅
広
い
応
募
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
入
賞
・入
選
作
品
と
過

去
の
入
賞
作
品
を
併
せ
た
約
50
点

を
展
示
・紹
介
し
ま
す
。
「ぜ
ひ
残
し

て
お
き
た
い
」
と
い
う
思
い
入
れ
の

深
い
風
景
画
の
数
々
を
会
場
で
ご

ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【観
覧
無
料
】

令
和
７
年
度
の
催
事
紹
介

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で
①

②
③
の
す
べ
て
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

方
舟
祭
(
は
こ
ぶ
ね
さ
い
)
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工

芸
等
の
展
示
や
、
楽
器
演
奏
会
な
ど
の
多

彩
な
発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
　

６
月
初
旬
か
ら
参
加
募
集
を
受
け
付
け

ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
参
加
・ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
　

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

リ
ア
ス・ジ
ュニ
ア

　
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.
９

新
！
方
舟
祭
２
０
２
５

R
IA
S A
R
K
 M
U
SEU

M
 O
F A
R
T

ア
リ

美

Ｇ
Ｗ
振
替
休
館
の
お
知
ら
せ 

５
月
21
日
(水
)・22
日
(木
)・23
日
(金
)の
３
日
間
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
振
替
休
館
日
と
な
り
ま
す
。 

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

作
品
募
集
︕

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し

」

東
北
・
北
海
道
を
中
心
と
し
た
当
館
ゆ

か
り
の
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を
作
家
紹

介
と
と
も
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
催
事
、
年
中
行
事
な
ど
の
ル
ー

ツ
や
豆
知
識
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
展
示
「
方

舟
漂
流
記
」
。
現
在
の
展
示
は
「
旅
」
を
テ
ー

マ
に
あ
れ
こ
れ
考
察
し
ま
す
。

②
収
蔵
美
術
作
品
展
示

当
館
学
芸
員
ら
が
取
材
し
た
記
録
写
真

２
０
３
点
と
収
集
し
た
多
く
の
被
災
物
に

解
説
を
添
え
、
明
治
29
年
・昭
和
８
年
の
津

波
災
害
史
の
資
料
等
と
併
せ
て
展
示
。
津

波
と
地
域
文
化
の
関
係
、
海
と
と
も
に
生

き
る
地
域
の
未
来
を
考
え
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
津
波
の
災
害
史

ワークショップから参加者募集のお知らせ共
催
展
覧
会
の
予
定

YouTube

Instagram

X（旧：Twitter）

多
様
な
ア
ー
ト
を
体
感
し
よ
う
！

４
月

９
日
㊌
〜
６
月
１
日
㊐

参加者募集
!

９
月
25
日
㊍
〜
1１
月
３
日
㊊
㊗

[
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ] 

開
講

芸術文化出前授業を受付中
学芸員による出前講座や講演会はいかがですか？
講師料・交通費は無料。お気軽にご用命ください。

東
北・
北
海
道
を
描
い
た
絵
画
公
募
展

入
賞
作
品
決
定
！

第
８
回

LA
N

D
SCA

P
E of N

.E.

公
募
展
～

東
北･

北
海
道
の
風
景
と
私
～

優
秀
賞
　
「光
、
流
れ
、
広
が
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

栗
田
智
彦
さ
ん
(
仙
台
市
在
住
)

最優秀賞　「カーブミラーを越えて」　鈴木雅之さん（大河原町在住）

優
秀
賞
　
「下
モ
下
釜
の
杉
林
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

菊
地
葵
衣
さ
ん
(
一
関
市
在
住
)

88

森
島
久
枝
展

89

浅
野
友
理
子
展

91

永
沢
碧
衣
展

あ

お

い

ひ

さ

え

ゆ

り

こ

90

釣
舟
富
紀
子
展

つ

り

ふ

ね

ふ

き

こ

（岩
手
県
・鋳
金
）

（宮
城
県
・絵
画
）

（秋
田
県
・絵
画
）

「ツキノワグマ」

森島久枝

2022 年

Ｈ70×Ｗ50×Ｄ50ｍm
ブロンズ、金箔

「背負う者」

永沢碧衣

2018 年
H1120mm×W1620mm／P100 号

パネルに直接/アクリルガッシュ、岩絵具

水干絵具、胡粉、墨、鉛筆、半紙

前
期=

６
月

14
日
㊏
〜
８
月

24
日
㊐

後
期=

令
和
８
年
２
月

７
日
㊏
〜
３
月

22
日
㊐

N
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【観
覧
無
料
】

家
を
２
期
で
紹
介
し
ま
す
。

東
北･

北
海
道
在
住
の
若
手
作
家
を
紹
介

す
る
シ
リ
ー
ズ
企
画
第
88
〜
91
弾
目
の
作

※

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

(東
北･

北
海
道
地
域
)

血
筋
、
活
力
、
気
質
、
情
熱

21
世
紀
・未
来
を
つ
く
る

（宮
城
県
・絵
画
）

「つめたくて気持ちいいよ」 中田悠月さん

「はたおり～心をこめて～」 大﨑心音さん「にわとりのたまごをとったよ」 吉田直於さん

※写真は前回（第 8 回）入賞作品

気仙沼自由芸術派 パフォーマンス部門

前回「新!方舟祭 2024」発表の様子

花葡萄の会・写真同好会“アイ” 展示部門
アール･マルシェ 展示部門

展示・パフォーマンス部門合計２２組の参加

 

展
設
常

開 館 時 間

午前９時30分～午後５時
※最終入館は午後４時30分まで

休 館 日

毎週月･火曜日、祝日の翌日（土日除く）

年末年始・メンテナンス休館

常 設 展 観 覧 料

一般：700（600）円

大学生･専門学生：600（500）円

高校生：500（400）円

小･中学生：350（250）円
※（） は20名以上の団体料金

※圏域内小中高生はﾌﾘｰﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ利用で無料！

所 在 ・ お 問 合 せ 先

〒988-0171気仙沼市赤岩牧沢138-5

TEL：0226-24-1611

FAX：0226-24-1448

Email：riasark.m@nifty.com

http://www.riasark.com

※展覧会の会期等は都合により変更となる場
合があります。ご利用の際は事前にチラシや
ホームページ等にてご確認ください。

リアス･アーク美術館

登録してね～！ リア美ホームページ

❻広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.3.1❼ 広報「けせんぬま・もとよし広域」2025.3.1



三
陸
地
域
の
歴
史
・
生
活
文
化
を
【
食
】

を
軸
と
し
て
紐
解
き
、
手
描
き
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
を
添
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

本
企
画
は
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
の
小

学
生
を
対
象
と
し
た
絵
画
公
募
展
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と
し

た
よ
」
。
入
賞
者
12
名
に
は
地
域
商
品
券

(
大
賞
=
２
万
円
分
、
優
秀
賞
=
５
千
円

分
)
や
図
書
カ
ー
ド
(
佳
作
=
千
円
分
)
が

贈
ら
れ
ま
す
。
夏
休
み
明
け
に
学
校
を
通

じ
て
募
集
を
開
始
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
！

※

展
覧
会
期
は
11
月
15
日
㊏
〜
12
月
27
日
㊏

で
す
。 

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

４
月
か
ら
翌
年
３
月
（
毎
月

第
２･

４
日
曜
日
）
ま
で
の
通
年

ゼ
ミ
で
す
。
絵
画
を
基
礎
か
ら

学
び
、
油
彩
画
を
制
作
し
ま
す
。

参
加
は
無
料
。
高
校
生
以
上
が

対
象
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

当
館
（
２
４-

１
６
１
１
）
ま
で
。

親
子
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
味
わ
う
ク
ラ
フ
ト
教
室
を

８
月
８
・
９
・
10
日
に
開
講
し

ま
す
。
詳
細
は
学
校
へ
配
布
す

る
チ
ラ
シ
や
７
月
頃
の
当
館
HP

の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
参
加
無
料
・
定
員
８
組
・
要
事
前
申
込
み
】

●
け
せ
も
い
展
(高
校
美
術
合
同
展
)
／
９
月
中
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
図
工･

美
術
作
品

展
・ユ
ネ
ス
コ
世
界
児
童
画
展
／
11
月
初
旬

●
気
仙
沼
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
き

ぞ
め
展
／
２
０
２
６
年
１
月
末

●
気
仙
沼
支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
展
／

   

２
０
２
６
年
１
月
末

●
気
仙
沼
・
南
三
陸
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
作
品
展
／
２
０
２
６
年
３
月
末

「LA
N

D
S

C
A

P
E
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f N

.E
.

〜
第
８
回
公
募
展

〜
東
北･

北
海
道
の
風
景
と
私
」
審
査
会
(
令
和
６
年

12
月
)
に
て
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
４
点
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は
大
河
原
町
在
住
の
鈴
木
雅

之
さ
ん
の
油
彩
「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
越
え
て
」
。
気
仙

沼
の
内
湾
を
Ｓ
20
号
で
描
い
た
秀
作
で
す
。
い
ず
れ

も
今
年
春
の
展
覧
会
に
て
展
示
さ
れ
ま
す
。

日
常
的
な
暮
ら
し
の
風
景
や
、
土
地
の

記
憶
が
刻
ま
れ
た
風
景
ー
。
本
展
は
東
北

北
海
道
で
、
日
々
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

風
景
を
絵
画
と
し
て
未
来
に
残
す

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
20
年
か
ら

隔
年
で
継
続
開
催
し
て
い
ま
す
。

前
回
か
ら
タ
イ
ト
ル
「
東
北･

北

海
道
の
風
景
」
に
「
と
私
」
を
付
加

し
、
よ
り
主
観
的
な
作
品
も
含
ん
だ

幅
広
い
応
募
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
入
賞
・入
選
作
品
と
過

去
の
入
賞
作
品
を
併
せ
た
約
50
点

を
展
示
・紹
介
し
ま
す
。
「ぜ
ひ
残
し

て
お
き
た
い
」
と
い
う
思
い
入
れ
の

深
い
風
景
画
の
数
々
を
会
場
で
ご

ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【観
覧
無
料
】

令
和
７
年
度
の
催
事
紹
介

共
通
チ
ケ
ッ
ト
で
①

②
③
の
す
べ
て
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

方
舟
祭
(
は
こ
ぶ
ね
さ
い
)
は
当
館
主
催

の
市
民
参
加
型
文
化
祭
で
す
。
表
現
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
々
の
絵
画
・
写
真
・
手
工

芸
等
の
展
示
や
、
楽
器
演
奏
会
な
ど
の
多

彩
な
発
表
を
週
替
わ
り
で
紹
介
し
ま
す
。
　

６
月
初
旬
か
ら
参
加
募
集
を
受
け
付
け

ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
参
加
・ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
　

【応
募
・観
覧
と
も
に
無
料
】

リ
ア
ス・ジ
ュニ
ア

　
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
vol.
９

新
！
方
舟
祭
２
０
２
５

R
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S A
R
K
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U
SEU

M
 O
F A
R
T

ア
リ

美

Ｇ
Ｗ
振
替
休
館
の
お
知
ら
せ 

５
月
21
日
(水
)・22
日
(木
)・23
日
(金
)の
３
日
間
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
振
替
休
館
日
と
な
り
ま
す
。 

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

作
品
募
集
︕

①
歴
史･

民
俗
資
料
展
示

「方
舟
日
記
〜
海
と
山
を
生
き
る
リ
ア
ス
な
く
ら
し

」

東
北
・
北
海
道
を
中
心
と
し
た
当
館
ゆ

か
り
の
美
術
家
の
作
品
約
70
点
を
作
家
紹

介
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と
も
に
展
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し
て
い
ま
す
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身
近
な
催
事
、
年
中
行
事
な
ど
の
ル
ー

ツ
や
豆
知
識
を
紹
介
す
る
ミ
ニ
展
示
「
方

舟
漂
流
記
」
。
現
在
の
展
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は
「
旅
」
を
テ
ー

マ
に
あ
れ
こ
れ
考
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ま
す
。
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真
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、
明
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の
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の
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と
地
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文
化
の
関
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、
海
と
と
も
に
生

き
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未
来
を
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ま
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。
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災
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記
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展
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会
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定
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！
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当
広
域
管
内
に
お
け
る
令
和
６
年
の
火
災
件

数
は
19
件(

前
年
比
２
件
増)
で
、
気
仙
沼
市
16

件
、
南
三
陸
町
３
件
で
し
た
。
火
災
種
別
は
建

物
火
災
が
８
件
と
一
番
多
く
、
出
火
原
因
は
電

気
に
関
係
す
る
火
災
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
２
人
(
昨
年
比
１

人
増
)
で
し
た
が
、
死
者
は
０
人
で
、
７
年
続
け

て
「
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
」
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
(
令
和
７
年
に
入
り
火
災

に
よ
る
死
者
が
１
名
発
生
)

【電
気
製
品
に
よ
る
火
災
】　

・車
に
放
置
し
た
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
出
火

・リ
コ
ー
ル
対
象
製
品
の
電
気
コ
ン
ロ
か
ら
出
火

【対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
は
直
射
日
光
の
当
た

る
場
所
や
炎
天
下
で
の
使
用
は
し
な
い
。

・
リ
コ
ー
ル
情
報
が
届
く
よ
う
に
製
品
メ
ー

お
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合
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広
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令
和
６
年
の
火
災
に
つ
い
て

火
災
事
例
と
対
策
に
つ
い
て

令
和
６
年
の
救
急
に
つ
い
て

救
急
車
の
適
正
利
用
に

　
　
　
　
　
　 

ご
協
力
く
だ
さ
い

カ
ー
の
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
行
う
。

・
消
費
者
庁
の
「
リ
コ
ー
ル
情
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
」に
登
録
す
る
。
(無
料
)

【ス
プ
レ
ー
缶
の
破
裂
に
よ
る
火
災
】　

住
宅
の
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
置
か
れ
た
ス
プ

レ
ー
缶
が
熱
せ
ら
れ
、
破
裂
し
、
噴
出
し
た
ガ

ス
が
ス
ト
ー
ブ
の
炎
に
引
火
、
爆
発
し
出
火

【対
策
の
ポ
イ
ン
ト
】

ス
プ
レ
ー
缶
は
直
射
日
光
の
あ
た
る
場
所
、

高
温
に
な
る
場
所
、
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
の
近

く
に
置
か
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
が
強
く
、
山

火
事
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
。
山

火
事
の
主
な
原
因
は
ゴ
ミ
焼
き
や
た
き
火
、
た

ば
こ
の
投
げ
捨
て
に
よ
る
も
の
で
す
。
屋
外
に
お

け
る
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※

野
外
焼
却
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
火
事
の
防
止
に
つ
い
て

令
和
６
年
の
救
急
件
数
は
、
東
日
本
大
震
災

の
あ
っ
た
平
成
23
年
を
含
め
、
過
去
最
多
を
記

録
し
、
救
急
出
動
は
４
１
５
２
件
で
、
３
８
４

３
人
が
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

こ
れ
は
、
一
日
平
均
約
11
回
救
急
車
が
出
動

し
、
圏
域
住
民
の
約
17
人
に
１
人
が
救
急
車
を

利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
前
年

と
比
較
す
る
と
、
出
動
件
数
で
２
２
３
件
、
搬

送
人
員
で
２
８
１
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
搬
送
人
員
の
割
合
と
し
て
、
事
故
種
別
で

は
急
病
が
全
体
の
約
69
％
、
年
齢
別
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
約
77
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
傷
病
程
度
別
で
は
入
院
加
療
が
必
要

な
重
症
が
約
12
％
、
中
等
症
が
約
53
％
に
対

し
、
入
院
加
療
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
が
約

32
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
の
出
動
件
数
４
１
５
２
件
の
う
ち

不
搬
送
が
３
２
０
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
辞
退
・
拒
否
等
は
１
８
３
件
、
誤

報
・
い
た
ず
ら
等
に
よ
る
も
の
は
15
件
あ
り
ま

し
た
。

本
当
に
救
急
車
が
必
要
な
方
の
た
め
に
救

急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
城
県
は
、
夜
間
・
休
日
の
急
な
病
気
や
け

が
で
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
と
き
や
、
応

急
処
置
の
方
法
が
知
り
た
い
と
き
の
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
が
、
受
診
の
必
要
性
や
医
療
機
関

を
案
内
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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令和６年　出火原因別

〜
ス
プ
レ
ー
缶
の
捨
て
方
ご
存
じ
で
す
か
？
〜

※

必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、
自
治
体
が
定
め
る

   

方
法
で
捨
て
る
。

気
仙
沼
市

完
全
に
使
い
き
り
、
缶
に
穴
を
開
け
な
い

南
三
陸
町

屋
外
で
穴
を
開
け
る(

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
蓋
は
取
る)

スプレー缶の破裂による火災

当
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
過
去
の
火
災

事
例
や
住
宅
防
火
対
策
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。※
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